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植 物 の 空 気 汚 染 物 質 浄 化 能 力 と 実 験 環 境 の 計 測

200212005 　 阿 部 俊 也

200212029 　 川 田 勝 敏

最 近 の 研 究 に よ れ ば 、 屋 内 環 境 は 屋 外 環 境 よ り

も １ ０ 倍 も 汚 れ て い る 場 合 が あ る と い う 。 ま た 、

建 材 な ど に 含 ま れ る 化 学 物 質 が 原 因 で 起 こ る シ ッ

ク ハ ウ ス 症 候 群 や 、 化 学 物 質 過 敏 症 な ど の 問 題 が

起 こ っ て い る 。

近 年 、 植 物 の 本 来 持 つ 浄 化 能 力 を 利 用 し 、 化 学

物 質 を 無 害 な 物 質 ま で 分 解 す る と い う 研 究 が 注 目

さ れ て い る 。 本 研 究 で は 、 植 物 の 浄 化 特 性 を さ ら

に 高 め る 手 法 を 開 発 す る こ と を 大 き な 目 的 と し て

い る 。 従 来 の 研 究 で モ デ ル 化 し た 半 導 体 ガ ス セ ン

サ の 応 答 を 用 い 、 最 小 二 乗 法 に よ る 近 似 を 行 い ガ

ス セ ン サ 特 性 を モ デ ル 化 し た 。

ま た 、 ガ ス セ ン サ 出 力 が 温 度 や 湿 度 に 依 存 す る こ

と か ら 、 温 度 の 一 定 化 を 試 み た 。 ま た 、 本 年 度 は

昨 年 か ら の 葉 面 電 位 の 測 定 の 他 に 光 、 磁 気 、 二 酸

化 炭 素 を 計 測 す る セ ン サ を 追 加 し た 。 こ の 測 定 に

よ り 植 物 の 状 態 や 周 り の 環 境 を 知 る こ と が で き る

よ う に な っ た 。

工 学 教 育 用 web テ キ ス ト の 作 成

　  

200212015 　 遠 藤 　 彰 浩

近 年 PC の 普 及 と 、 ネ ッ ト ワ ー ク 網 の 発 達 に よ り

イ ン タ ー ネ ッ ト は 情 報 を 得 る 手 段 の １ つ と し て 活

用 さ れ て い る 。 現 在 コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク は 、

世 界 50 ヶ 国 を 結 び 利 用 者 を 伸 ば し 続 け て い る 。 こ

の こ と に よ っ て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ た 学 習 は

様 々 な 国 で 注 目 さ れ 実 用 化 さ れ て い る 。 授 業 等 で

扱 う 教 科 書 ・ 参 考 書 は と て も 難 し く 開 き 難 い と い

う イ メ ー ジ が あ り 、 文 章 も 小 さ く ぎ っ し り 書 い て

あ り 読 む の も 疲 れ て し ま う 。 こ う い っ た イ メ ー ジ
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を な く し 使 い 易 い テ キ ス ト を 模 索 す べ く 、 Web テ キ

ス ト の 作 成 を す る こ と に し た 。 Web テ キ ス ト を 作 成

し 実 際 に 授 業 で テ キ ス ト と し て 使 わ る こ と に よ っ

て 、 テ キ ス ト と し て の 分 か り や す さ は も ち ろ ん 、

学 生 の 興 味 を 引 く こ と も で き 学 習 意 欲 の 向 上 に も

繋 が る の で は と 考 え た 。 本 研 究 で は 、 学 生 の 興 味 ・

関 心 と 学 習 意 欲 の 向 上 を 測 る と と も に 、 個 々 の 能

力 や 専 門 知 識 の 向 上 を 計 る こ と を 目 的 に 工 学 教 育

用 の web テ キ ス ト を 作 成 し た 。
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視 覚 の 誘 導 場 を 用 い た 手 書 き 文 字 の 上 手 さ 評 価 に

対 す る 試 み

200212040 櫻 井 　 昇

文 字 の 上 手 さ を 明 確 に 定 め る 事 は 非 常 に 困 難 で

あ る 。 こ れ は 、 文 字 の 上 手 さ に 対 す る 基 準 が 人 に

よ っ て 様 々 で あ り 、 万 人 の 納 得 す る 「 上 手 い 字 」

と い う も の の 存 在 は 、 極 め て 曖 昧 な も の だ か ら で

あ る 。 こ れ に 対 し 、 主 観 的 評 価 に よ る こ と な く 、

機 械 に よ る 客 観 的 評 価 を 行 う こ と が で き る 手 書 き

文 字 品 質 評 価 方 式 を 制 作 す る 動 き が あ り 、 実 際 に

そ れ に 成 功 し て い る 例 も あ る 。 そ こ で 、 こ の よ う

な シ ス テ ム を 自 ら 作 成 す る こ と を 目 標 と し 、 こ れ

に よ り 、 文 字 認 識 ・ 文 字 評 価 シ ス テ ム 双 方 の 技 術

と 知 識 を 高 め る こ と を 旨 と す る 。

本 研 究 で は 、 視 覚 の 誘 導 場 理 論 で 、 デ ジ タ ル 画

像 に お い て 提 案 さ れ て い る 誘 導 場 の 計 算 モ デ ル に

着 目 し 、 プ ロ グ ラ ム を 理 解 し 、 今 後 の 研 究 の 土 台

と す る 事 を 考 え た 。

ネ ッ ト ワ ー ク シ ミ ュ レ ー タ ー ２ を 用 い た MOBILE IPv6 技
術

200212051 　 外 丸 　 一 樹

200212085 　 森 本 　 裕 太

近 年 、 IP ア ド レ ス 枯 渇 の 問 題 を 解 決 す る た め に

IPv4 か ら IPv6 へ の 移 行 が 進 ん で い る が 、 Mobile IP に お い

て も IPv6 対 応 の Mobile IPv6 の 標 準 化 が 進 ん で い る 。 Mobile 
IPv6 は 、 ノ ー ド が ネ ッ ト ワ ー ク 間 を 移 動 し て も 継 続

し て 通 信 で き る よ う に す る 技 術 で あ る 。 Mobile IPv6 に

お け る 主 要 な 問 題 の 一 つ に 、 ハ ン ド オ ー バ に よ っ

て 生 じ る サ ー ビ ス 時 間 の 中 断 が あ る 。 こ れ ま で 様 々

な 方 式 が 提 案 さ れ 、 こ の 遅 延 は 劇 的 に 削 減 さ れ て

き た が 、 こ れ ら の 方 式 は ハ ン ド オ ー バ 時 に 冗 長 経

路 を 生 じ る た め 、 様 々 な 問 題 が 残 っ て い る 。

　 本 研 究 で は ネ ッ ト ワ ー ク シ ミ ュ レ ー タ 2 （ ns2 ） を

Mobile IPv6 仕 様 に 拡 張 し 、 車 輌 の 移 動 特 性 を 考 慮 し た

モ デ ル の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 う 。
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直 線 拘 束 を 与 え た 下 顎 の １ リ ン ク 剛 体 運 動 の 分 析

200212060 　 鶴 巻 　 尚 徳

人 間 の 下 顎 運 動 は 、 咀 嚼 筋 群 の 協 調 活 動 に よ り

実 現 さ れ る 。 こ れ ら の 筋 は 下 顎 の 運 動 自 由 度 に 対

し て 冗 長 な 駆 動 系 に な っ て お り 、 そ の 機 能 や 制 御

機 構 は 十 分 に 分 か っ て い な い 。 著 者 は 拘 束 条 件 を

与 え ら れ た 1 リ ン ク 剛 体 運 動 を コ ン ピ ュ ー タ で シ ミ

ュ レ ー シ ョ ン す る こ と に よ り 、 1 リ ン ク 剛 体 の 直 線

拘 束 の 軌 道 、 速 度 、 1 リ ン ク の 重 心 の 位 置 を 示 し た 。

ま た ト ル ク を 加 え る こ と で 得 ら れ る 1 リ ン ク 剛 体 の

直 線 拘 束 の 軌 道 、 速 度 、 1 リ ン ク の 重 心 の 位 置 を 示

し た 。
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MIRAI － SF シ ミ ュ レ ー タ を 用 い た 通 信 品 質 低 下 の

計 測 の 為 の ア ニ メ ー シ ョ ン 作 成

　  

200112070 　 中 村 　 光 晴

今 日 Beyond3G 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク で は 、 3G お よ び 無 線

LAN の 異 種 の 無 線 ア ク セ ス シ ス テ ム を All IP ネ ッ ト ワ

ー ク に 収 容 す る こ と を 目 的 に 研 究 開 発 が 進 め ら れ

て い る 。 こ の よ う な ネ ッ ト ワ ー ク に お い て は 、 移

動 端 末 は 遅 延 、 伝 送 速 度 、 パ ケ ッ ト ロ ス 率 （ ビ ッ

ト エ ラ ー 率 ） 、 ジ ッ タ 、 な ら び に Q0S 制 御 機 構 の 異

な る ア ク セ ス ポ イ ン ト 間 を 相 互 に ハ ン ド オ ー バ す

る こ と に な る 。 こ れ は テ レ ビ 会 議 の よ う な リ ア ル

タ イ ム マ ル チ メ デ ィ ア ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 動 画 像

再 生 品 質 に 大 き な 影 響 を 与 え る と 考 え ら れ る 。

　 本 研 究 で は 、 MIRAI － SF シ ミ ュ レ ー タ を 用 い て ア

ニ メ ー シ ョ ン を 作 成 し 通 信 品 質 の

低 下 を 計 測 し 研 究 の 報 告 を す る 。

書 字 行 為 の 筋 電 図 解 析 の 基 礎 的 研 究

200432003 　 堀 田 　 優

筋 疲 労 が 続 く こ と に よ り 筋 肉 は 硬 化 し 、 効 力 を

失 う 事 が 知 ら れ て い る 。

書 字 行 為 を 行 う 際 に は 筋 疲 労 が 発 生 す る が こ れ は

人 に よ っ て ま ち ま ち で あ り 、 書 字 行 為 の 方 法 の 改

善 に よ り 筋 疲 労 を 軽 減 す る こ と が 出 来 る の で は な

い か 、 と 考 え 本 研 究 を 行 う こ と と し た 。

本 研 究 で は 、 書 字 行 為 に お け る 筋 疲 労 に 関 す る

基 礎 的 研 究 と し て 、 サ ン プ ル に 特 定 の 文 字 を 書 字

さ せ 、 筋 運 動 の 測 定 を 行 う こ と に よ り 、 書 字 行 為

の 際 に ど の 筋 に ど の 程 度 の 力 が 加 わ っ て い る か を

研 究 し た 。
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